
 

大腸CT 検査の流れ 
 

 

  前処置（検査前日、前々日）  

 
1. 検査前々日から下剤を内服、検査前日から検査食を食べて頂きます。  

2. 検査前日の夜には下剤を服用していただきます。  

軽い下剤により大腸内をきれいにします。  

 

 

 

  検査（検査当日）  
1. 撮影前に腸の動きを抑える注射をおこないます。  

2. 細いチューブを肛門から少し挿入し、炭酸ガスを注入して大腸を拡張します。  

3. CT でうつ伏せと仰向けで２回の撮影を行います。  

１回の息止めは５～10 秒程度です。  

全検査時間は15 分程度です。  

 

 

 

   検査終了後    
1. 検査終了後からは通常通りの食事をしていただけます。  

腸の動きを抑える注射の影響により目がちらついたりすることがありますので、お車の運転には

注意してください。  

2. 検査直後には注入した炭酸ガスの影響で気持ち悪くなることがありますが、安静にしていれば、す

ぐに改善します。  
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